
≪後日回答としていた内容≫ 

質問項目 質問 回答 

環境白書 

（本書） 

【特集ページ（P6）の製品プラスチ

ック拠点回収モデル事業の実施に

ついて】 

・製品プラスチック拠点回収モデ

ル事業の実施について、どういっ

た結果が得られたのか。 

○令和５年度のモデル事業の実施により、排出される製品プラスチックの種

類・量の傾向などを把握できた一方、いくつかの課題も明らかになり、更なる

検証を行うべく、令和６年度にもモデル事業を実施しました。 

○現在（令和６年 11 月 25 日時点）、令和６年度のモデル事業の結果を集計・

整理しているところであり、今後、これらの結果等を踏まえた上で、製品プラ

スチックの具体的な回収方法などを整理していく予定です。 

環境白書 

（本書） 

【特集ページ（P6）の製品プラスチ

ック拠点回収モデル事業の実施に

ついて】 

・製品プラスチック拠点回収モデ

ル事業の実施について、実施結果

は公表しているのか。 

○モデル事業の概要と結果については本市ホームページで公開しております 

（※令和６年度の結果は集計中のため未公開（令和６年 11 月 25 日時点））。 

https://www.city.sapporo.jp/seiso/gomi/recycle/documents/plastic.html 

 

環境白書 

（ 概 要

版） 

【白書概要版「３ 資源を持続可

能に活用する循環型社会の実現」

について】 

・「不用品はリユースショップやフ

リマを活用する」との記載がある

が、実際に札幌市が主催している

イベントはあるか？ 

○市民に対してごみ減量の実践を促す事業（ごみ減量実践事業）の一部とし

て、イベントを実施した実績があります。 

○令和５、６年度にリユースショップとの連携により、イベントスペースにお

いて、古着等の出張リユースと市のごみ減量の取組紹介を並行して実施する

イベントを開催しました。(※事業の内容は公募により決定) 

イ ベ ン ト HP ： https://www.sapporo-gomigenryo-portal.jp/r6-gomigen-

event/ 

 

別紙 

https://www.sapporo-gomigenryo-portal.jp/r6-gomigen-event/
https://www.sapporo-gomigenryo-portal.jp/r6-gomigen-event/


環境白書 

（ 概 要

版） 

【白書概要版「３ 資源を持続可

能に活用する循環型社会の実現」

について】 

・「不用品はリユースショップやフ

リマを活用する」との記載がある

が、このような活動をする方々を

支援するなど、いい意味で何か差

別化しているものはあるか。 

○ジモティー、おいくらについては、札幌市公式 HP にて利用方法を案内して

おり、プラットフォームの周知に併せて市内のリユース促進を図っています。 

○フリーマーケットについては、札幌市の後援を受けた団体を対象として、当

該団体が主催するフリーマーケットの開催情報を市公式 HP に掲載し、利用促

進を図っています。 

※補助金などの金銭的な支援は行っていません。 

環境白書 

（ 概 要

版） 

【環境概要版「５ 環境施策の横

断的・総合的な取組の推進につい

て】 

・世界冬の都市市長会は昭和５６

年から札幌市が設立して開催して

いるということだが、何か目立っ

た成果があるのかどうか。 

〇第 1 回市長会議においてスパイクタイヤ問題に関する事例が紹介されたの

を受けて、条例制定などに積極的に取り組んだ結果、スパイクタイヤ禁止の実

現につながりました。 

○また、冬や雪の活用という観点からは、冬でも気軽にできるスポーツとして

スノーホッケーを考案し、「札幌市長杯争奪スノーホッケー大会」を昭和 58

（1983）年以降、継続して開催しています。 

○さらに、平成 28（2016）年の札幌市長会議で発表されたデンマーク・コペ

ンハーゲン市の環境エネルギー施策の価値観や考え方を取り入れ、「都心エネ

ルギーマスタープラン」を策定しました。 

○一方、中国のハルビンなど海外の会員都市においては、雪や氷を活用した冬

の祭りを魅力としている都市があり、こうした都市は札幌の雪まつりから多

くを学び、事業のレベルアップを図っています。 

〇このように、この冬の都市市長会議を通じて、会員都市がそれぞれの取組紹

介し合いながら、お互いにまちづくりを学び合ってきたことが成果と考えて

います。（参考：市長会の活動成果ウェブサイト） 

https://wwcam.org/result/%e5%90%84%e9%83%bd%e5%b8%82%e3%81%a7%e3%81%ae%e6%88%90%e6%9e%9c


≪後日委員から寄せられたご意見≫ 

久保委員 ・温室効果ガス削減に向け、札幌市として非常に高い目標を掲げて取り組まれていることは、一大消費地

の取組として大変意義があることと理解しています。 

・白書の特集ページにもありますが、大きな取組の一つとして、再エネの導入の促進があり、GX 金融・資

産運用特区としても取り組みを進めており、大変重要な取組ではありますが、一方で、再エネ設備の導入

が地域環境に影響を与えるという懸念もあります。 

・山中会長からも「札幌市だけでなく、北海道全体のことも」といった発言があったと思いますが、再エ

ネ導入について、市としても環境、地域との共生という視点を持ちつつ取り組んでいただければと思いま

す。 

 


